


 

2023 年度第 1 回公開講座(5 月 22 日開催予定)では

「仏教と鐘」についてお話したいと思います。 

鐘は仏教と深く結びついています。 

初期仏教では静寂を旨としていましたが、教団が大きく

なるにつれ、    合図の道具として使用され始めました。 

大乗仏教では、初期仏教での合図の道具としての役割に

加え、祇園精舎の鐘のごとく 「無常の響き」   となり、あるいは仏
の名が奏でられたり、除夜の鐘のように「滅苦」の意味も帯び

るに至ります。 

また、キリスト教の鐘が６世紀、  仏教から伝播したことについ

ても取り上げようと考えています。 

オススメ本は公開講座に関連する拙著の２冊をご紹介します。                                      

(西村 実則) 

・『修行僧の持ち物の歴史』山喜房仏書林 

(三康図書館請求記号 :186.3-N84) 

・『ブッダの冠－仏 ・ 菩薩の持ち物考－』大法輪閣 

(三康図書館請求記号 :186.3-N84) 
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